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編 集 人（ＮＯ.３７１） 

特 定 非 営 利 活 動 法 人 横 浜 マ ッ ク  理  事  長  宮 永  耕 

〒 2 4 1 - 0 0 2 3  横 浜 市 旭 区 本 宿 町 ９ １ 番 地 ６ 

ＴＥＬ  ０４５－３６６－２６５０   ＦＡＸ   ０４５－３６６－２６５１ 

h t t p : / y o k o h a m a - m a c . b l u e . c o o c a n . j p / 

発行 特定非営利活動法人障害者団体定期刊行物協会   

〒157-0073 東京都世田谷区砧６－２６－２１  

定価￥１００― 

郵便局     ００２４０－６－６２１７７ 特定非営利活動法人横浜マック 

横浜銀行鶴ヶ峯支店 普通 １６３４８８１ 特定非営利活動法人横浜マック 理事長 宮永 耕 

★４月予定★ 

★２月会費・献金者 献品者★    

横浜マックは、アルコール・薬物等依存症者の社会参加を支援します。依存症は本人だけ

の問題に終らず、周りの人々を巻き込んでいく病気です。一人の依存症者の回復は、その周

りで苦しんでいる人々を救うことでもあります。皆様方からの支援金は横浜マックにとって

大きな収入であり、毎日の事業運営及び依存症の啓発活動の資金として大切に活用させてい

ただいております。皆様、ぜひとも横浜マックを応援してください。 

会費・献金の振り込みは下記の口座へお願いします。 

会員募集のおしらせ 

新規

利用者

継続

利用者
合計

神奈川病院 0 4 4 男性 女性 合計

久里浜医療センター 0 1 1 9 5 14

精神医療センター 0 0 0

みなと赤十字病院 0 1 1 10代 20代 30代 40代

0 0 1 2

50代 60代 70代 合計

まゆの家 0 2 2 6 5 0 14

いしずえ 0 4 4

GHわおん 0 1 1 就労 AA その他 合計

0 0 0 0

0 1 1 就労 他施設 その他 合計

0 0 0 0 0 0 0

0 0 0

0 0 0

0 14 14合計

利用者年齢別内訳

修了者内訳
施

設

福祉保健センター

ネット

知人

令和 ６年 2月利用者報告

所属 利用者合計

病

院

その他

中途退所者内訳

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

  

  
  

 

 

 

 

 

 

正会員     年額一口 12,000円（分割納入可） 

法人会員    年額一口 50,000円（分割納入可） 

賛助会員    年額一口  1,000円（3口以上でお願いします） 

献金 寄付   任意の金額  いつでもありがたく頂きます。   

ＳＳＫＷ ＮＰＯ法人 

横浜マックは、アルコール・薬物依存症者の回復と社会参加を支援します。   ２０２４年３月９日 

横浜マックのいろいろな話題はネットで”横浜マック”で検索してね。 

 

横浜マックニューズレター  堀川 源、大森秀樹、カトリック磯子教会、大船カトリック教会、富士カ

トリック教会病者の会、古田英子、根本祐輔、篠原謙二、日本キリスト教

会鶴見教会横浜マックを支援する会（敬称略、順不同）   

 その他匿名の方々に会費、献金、献品を頂きました。ありがとうございました。                

       

                                               

４月 ５日（金）よしの病院メッセージ 

 

４月 ７日（日）山谷マックセミナー         

 

４月１０日（水）みくるべ病院オンライン 

        メッセージ 

 

４月２０日（土）RDP 横浜セミナー 

 

４月２６日（金）神奈川病院メッセージ 

             

 

横浜マックに通所して思う事   T・K 

 

 

私は連続飲酒していた時は、ちょうど無職の時でした。昼過ぎから何も食べずひたすら飲

んでいました。仕事をしていた時も飲んではいましたが、仕事が終わったあとでした。無職

になってからどんどん酒量が増えていきました。ひどい時は一日に 1.8ℓのアルコールを飲

んでいました。 

三か月が過ぎた頃からだんだんと足が動かなくなり、ほぼ寝たきり状態でしたが、なぜか

アルコールを買いにいく力はありました。ある日友人に発見され病院に入院しましたが、二

週間位で脱走をしようとしましたが失敗し、ケースワーカーを呼ばれ、一緒に退院する事が

できました。その後ケースワーカーさんが見つけてきた一つ目の精神病院に入院しました

が、アルコールを止める気は全くなく、三か月で退院して、また連続飲酒の生活が始まりま

した。この時もまだ無職でしたので、すぐに以前の状態になりました。その後、ケースワー

カーさんが見つけてきた二つ目の病院が神奈川病院でした。ここに横浜マックの病院メッセ

ージが定期的に来ていました。そのメッセージを聞いているうちに、徐々に自分の気持ちが

変化していきました。そこに主治医の先生が「退院したらマックに行きなさい」と言われま

した。最初はイヤイヤでしたが、毎日通っている内に生活リズムが改善され、食事も三食摂

れる様になりました。また、仲間の話を聞いている内に自分の過去を向き合える様になり、

もうあのひどい状態にはもどりたくない、という気持ちが強くなりました。 

今、横浜マックには非常に感謝しています。長年飲んできたアルコールは一人では止めら

れない事も教えて頂きました。あと、朝起きていく場所がある、というのは自分にとっては

かなり重要です。これからも断酒を継続していき、飲まない生き方を確立していきたいとお

もいます。 

横浜マックに通所して、過去を振り返って思う事、今現在、日々感じている事、これ

から飲まないで生きて行く事への思いを感想文という形で伝えてもらいました。 
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 兼題「鬼」または自由 

お気楽の会 ２月の俳句 

 

 

白根 OSM について   H・S 

今回 OSM で初めて出席しスピーカーをさせて頂きました。それも一番最初のスピーカー

でとても緊張しました。来客した人達も大勢いました。テーマは「共に生きる」で何を話せ

ば良いのか一週間前から考えたのですが、思い浮かばず、結局当日思い浮かんだ事を話した

のですが、途中頭の中が真っ白になってしまい、自分でも何を話したのか思い浮かぶことが

できませんでした。終わってみればあっという間の１５分でしたが、自分なりに有意義なス

ピーカーだったと思いました。他の仲間のスピーカーも大変素晴らしく勉強になり心打つ物

がありました。OSM 自体とどこおりなく無事に終わりホットしました。これからもスピー

カーをする機会があれば、是非しゃべりたいと思いました。 

 

 

AA 白根グループオープンスピーカーズミーティングに出席して  M・K 

白根グループの仲間、さがみ、相模大塚、港北、めぐみグループの仲間、当日は天気も良くたくさん

の来客があり、活気あふれる OSM になりました。私は午前中二番目のスピーカーでした。初めての参

加でしたので、緊張しました。皆さんとても話がうまく、自分もそのように話せるか心配しました。 

話してみると、思っていたよりスムーズに話ができ、よかったです。次回も参加したいと思います。 

 

 

 

２月１６日（金）調理プログラムを白根地区センターで行いました。 

今回で何度目かの開催でみんなも少しは手慣れてきたのかな？ 

下ごしらえも順調、出来上がりも良く、みんなで美味しくいただきまし

た。次の調理プログラムも楽しみです。 

白根グループによる OSM に横浜マックのプログラムの一環として参加しました。いつも

と違う分かち合いが、良い刺激になってもらえたらなと思います。先ゆく仲間の「共に生き

る」というテーマでの「飲んで生きていた生き方」と、今、手にすることができた「飲まな

いで生きていく生き方」のスピーチを分かち合えた OSM になりました。 

横浜マックの仲間 2 名もスピーカーとして参加しました、その時の感想を掲載します。 

 

速報 

横浜マック４０周年感謝の集い 

日時：２０２４年 8 月 24 日（土） 

会場：旭公会堂（旭区役所・4 階） 

＊詳細は後日あらためてお知らせします 

＊みなさまのご来場を心よりお待ちしております！ 
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になってからどんどん酒量が増えていきました。ひどい時は一日に 1.8ℓのアルコールを飲

んでいました。 

三か月が過ぎた頃からだんだんと足が動かなくなり、ほぼ寝たきり状態でしたが、なぜか

アルコールを買いにいく力はありました。ある日友人に発見され病院に入院しましたが、二

週間位で脱走をしようとしましたが失敗し、ケースワーカーを呼ばれ、一緒に退院する事が

できました。その後ケースワーカーさんが見つけてきた一つ目の精神病院に入院しました

が、アルコールを止める気は全くなく、三か月で退院して、また連続飲酒の生活が始まりま

した。この時もまだ無職でしたので、すぐに以前の状態になりました。その後、ケースワー

カーさんが見つけてきた二つ目の病院が神奈川病院でした。ここに横浜マックの病院メッセ

ージが定期的に来ていました。そのメッセージを聞いているうちに、徐々に自分の気持ちが

変化していきました。そこに主治医の先生が「退院したらマックに行きなさい」と言われま

した。最初はイヤイヤでしたが、毎日通っている内に生活リズムが改善され、食事も三食摂

れる様になりました。また、仲間の話を聞いている内に自分の過去を向き合える様になり、

もうあのひどい状態にはもどりたくない、という気持ちが強くなりました。 

今、横浜マックには非常に感謝しています。長年飲んできたアルコールは一人では止めら

れない事も教えて頂きました。あと、朝起きていく場所がある、というのは自分にとっては

かなり重要です。これからも断酒を継続していき、飲まない生き方を確立していきたいとお

もいます。 

横浜マックに通所して、過去を振り返って思う事、今現在、日々感じている事、これ

から飲まないで生きて行く事への思いを感想文という形で伝えてもらいました。 


